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サイモン (A.H. Simon)は，意志決定 (decisionmaking)を管理 (man-
aging) と同義的に用いる， とのベている九 まず， この用法の検討からはじ
1) H. Koontz， "MakiロgSense of Manage.rnent Theory，" Ha1'vard Business Review， 
Vol. 40， No. 4， July-Aug. 1962. p. 36; H. Koontz and C. O'Donnell. PnnciPles 01 
λfa筑agemen丸 3rded.， 1964. p. 26 



























3) See ibid.， pp. 1-3 




























態」を説明する記述的理論 (descriptivetheory) と I在るべき状態」を指
示する規範的理論 (noTrnative theory) とである。両者はもちろん無関係で
8) K. J. Arrow， "Alternative Approaches to the Theory of Choice ，in Risk-taking 




















































11) 本節と次節にわたる決定理論の説明は，つぎの文献を参照している。L.J. Savage，“The 
Theory of St日 isticalDecision，" JoU'ynal of the Amllvicn，n Statutu;al A.~sociation. 
Vol. 46， No.253， March 1951. pp. 55-67; K. J. Arrow， op. cit.， pp. 4日04-37;W. Edwards， 
"The Theory of Decision Making，" ps戸 hologic:alBuUetin， VoL 51. No. 4， April 
1954. pp. 380-417; R. D. Luce and H. Rai:fa， Games and Decisions. 1957; H. Cbernoff 
and L. E. Moses， Elementa叩 Decisi何 Tkeo叩 1959 宮沢光一訳「決定理論入門」昭利35


























の組合わせのおのおのは自然の状態 (stateof nature) とよばれる。
いまや，選択の問題は以上に説明した術語壱使って定式化するこ左ができる。
12) See M. F口edmanand L. J. Savage， . Utrlity Analysis of ChOlces Involving Risk，" 
The ].山U 糊 10/品 lieiGalEO(Jηomy， Vol. 56. No. 4. Aug. 1948. pp. 279-304; A. A. Alc1uan， 
"，The Meaning of UtL1ity Measurement，" The Ame1'ican Economic Review， VoL 43， 
No. L March 1953， pp. 26-50 
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ある目的を達成すること壱企図する意志決定者は，合理的態度を持して，かれ
にとって制御可能な (controllable) い〈つかの行為のコースのなかから 1つ
を選択する。このとき選ばれた行為とそのときの環境壱なす自然の状態とは，
かれが獲得する結果の効用の程度を決定1る。問題は，選択はし、かにしてなさ
れるべきかである oV -.， 1，.、かえれば，獲得しようとする効用を最大ならしめるため



































































Eu(a， d) = fu [d (x)， d]P(xld)dx 
とあらわされ，さらに期待効用の期待値B(d)は

















て決定された行為関数 a~d(x) はベイズの決定関数 (Baycs' dccision func 
tion)とよばれる。また，このような決定理論はベイ Fズ〈の決定理論(伊Bay戸e田s



















14) See， for example， A. A. Mood and F. A. GraybiIl. Introdr，切れonto the Tkeory 01 
Statistics， 2nd ed.， 1963. pp. 161-92 
15) See W. Alderson and P. E. Green， Planning and Problem Solving叩 M削 k，川 g，
1964， p. 96 
16) See W. Edwards， ot. cit.， p. 394 
















マージヤヅクはいう。 I複数の人聞が一定の諸原則の集合 (acertain set of 
rules)に従うととを同意しているならば，かれらは組織の構成員 (members
of organization)であるといい，その諸原則の集合壱組織形態または組織構成
(organizational form 01" constitution)とよぼう。」町原則 (rule)とは，組織
の構成員の活動を取扱うものであって，だ、れがどんな情報に応じてなにをなす
べきかを規定するものである。ここでいう活動 (doingor activity) とは， (1) 
観測， (2)内部的情報伝達， (3)行為のいずれかを意味する。観測 (observation)
とは，外部の世界から情報 (informationOT message) を受けとることであ
17) See J. Marschak， (1) Toward an EconornIc Theory of urganizaIon and Inforrnation， 
in R. M. Thrall， C.H. Coombs， R. L. Davis (eds.)， Decω'"句 P1'OC出'.ses，1954， pp. 18T 
220; ditto， C2J“Elements for a Theory of Teams，" Management Science， Vol. L No 
2， ]an. 1955， pp. 127-37; ditto， CO E血Clentand Viable Organizational Forrns， io 
M. Haire (ed.)， Modeγn 0γganization Theo1'y， 1959， pp. 307-20 





















確率 p， q， S




l九(グ)= JJu[グ(x)，d]P(x]d) q(電子)dxdd 
とあらわされる。また，このとき活動原則グを採用するに要する組織費用 (or-
ganizational cost)ないし情報費用 (costof infurmalion)は，自然の状態と
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活動原則とに依存するから，関数 c(r，d)であらわされる。そして，dのもと
で γが採用される確率密度をs(刊めとすると，期待組織費用の期待値 s，(γ)は









































19) For the original illustration， see ditto， (3J. p. 3~9 ， Figure 1ベイズの決定理論を適
用するためz 筆者においえ;原因に必要な修正を加えたもの。
20) See， for example， R. M. Cyert and J" G. March， A Behavio同!Tkeory of the' Firm， 



























21) J. Marschak， (2)， 'p.128 



























る。・・・第 3に， V ステムの本質的特徴は 1つの変数の変化が他の変数の変化を
23) Ditto， (2). p. 137. 
24) See H. Koontz and C. Q'Don田 1，QP. cit.， pp. 41 

















れで十分である。実は，われわれの組織理論はγ ステム分析 (systemsanaly 
sis) といわれるものに相当しベそれはシスデム理論の 1形態である。
26) Ibid.， p.36 
27) Ibld.， p. 35 
28) R. A. ]ohnson， F. E. Kast， J.E. Rosenzweig， Tke Tkeory and Ma1'lagement 01 
Systems， 1963， p. 3 
29) Ibid.， p. 91 
30) W. Lazer and E. J. Kelley， The Systems Appro'aeh相 Markeung，in W. Lazer 
and E. ]. Kelley (eds.)， Ma包ageriallI'larketing: Perspectω"剛 dViewpoints. Rev. ed 
1962， p. 192 
31) r.一般システム分析ないしサイバネティッグスは，情報理論とかなり密接な関連があり j 事実
それを包顕するものである。 ..νステム分析の問題とは 組織における情報の流れの構造左組
織のい〈つかの中枢によって採用された決定原則とからj 組織がその環境や条件の変化にどのよ





である。J(R. Dorf皿 on.“OperationsResearch，" The America旬 E同旬omicReview， Vol 
50， No. 4. Sept.-1960， pp. 586-7.) 
問題解決と管理の一般理論 (547) 55 
むすび
本稿においては，もヮとも抽象的な概念、である行為の考察から出発し，管理
機能の本質的な概念がなんであるかを明ちかにするとともに，管理学におし、て
核心となるべき理論に言及した。
しかし，管理学をは本稿で展開されたような抽象的な次元における研究であ
勺てはならないであろう。なぜなら，管理学は，能率的な管理のために有効な
基礎的な概念や理論を提供するだけでなしそれを実践に移すための実際的で
具体的な手順や技法をも教えるものでなければならなし、からである。抽象的な
次元の研究と既存の具体的な次元の研究と壱接続する作業が必要とされるわ吋
である。
この課題の解決は，引続いて発表される論稿によっ苛果されなければならな
し、。
〔付記〕 本稿を公表するに当っては，つぎの方々に謝意を表明するのがわたくしの義務
である。本稿の内容は，かつて森下三次也(大阪市大)，荒川祐吉(神戸大)，三浦信(関
学大L 橋本勲(京都大)各先生壱中心とする商業論研究会で報告し有益な批評をえた。
また本稿の主題は，鎌倉井先生，昭和31年度大学院講義を聴講する中で考えついたもの
である。なお，ベイズ決定理論の説明はそのときの講義ノ トに基づいている。
